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一人一就業規則

理事長　小宮山 宏

　
課
題
を
ピ
ン
チ
と
せ
ず
、チ
ャ
ン
ス
と
考
え
よ
う
と
い
う
の
が
課

題
先
進
国
論
の
本
質
で
あ
る
。働
き
方
改
革
も
そ
う
し
た
視
点
か

ら
考
え
た
い
。

　
日
本
企
業
で
急
速
に
定
年
制
が
導
入
さ
れ
広
ま
っ
た
の
は

1
9
4
0
年
代
後
半
で
あ
り
、当
時
55
歳
定
年
が
一
般
的
で
あ
っ

た
。記
録
の
あ
る
1
9
4
7
年
の
平
均
寿
命
は
、男
性
50
歳
、女

性
54
歳
で
定
年
よ
り
短
か
っ
た
。こ
の
頃
は
戦
争
の
影
響
を
受
け

て
お
り
、1
9
5
0
年
に
は
男
性
58
歳
、女
性
62
歳
。い
ず
れ
に
し

て
も
定
年
制
は
、寿
命
を
ほ
ぼ
全
う
す
る
ま
で
働
く
こ
と
を
前
提

と
し
た
モ
デ
ル
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
現
在
の
平
均
寿
命
は
男
性
81
歳
、女
性
87
歳
で
あ
る
か
ら
、

定
年
年
齢
引
き
上
げ
に
関
す
る
議
論
は
あ
ま
り
に
ス
ピ
ー
ド
感
に

欠
け
る
。

　
生
産
年
齢
人
口
と
さ
れ
て
い
る
の
は
15
歳
か
ら
64
歳
で
あ
る
。

し
か
し
、15
歳
は
中
学
三
年
生
だ
し
、高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に

働
く
人
す
ら
20
%
に
満
た
な
い
。ま
た
、私
は
73
歳
に
な
る
が
、ク

ラ
ス
メ
ー
ト
の
ほ
と
ん
ど
は
元
気
で
あ
る
。つ
ま
り
、15
歳
も
64
歳

も
寿
命
が
短
く
肉
体
労
働
中
心
の
頃
の
話
で
、現
実
離
れ
し
て
い

る
の
だ
。実
態
に
合
わ
な
い
制
度
を
前
提
と
し
た
議
論
に
合
理
的

な
答
え
が
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
。

　
20
歳
か
ら
74
歳
を
生
産
年
齢
人
口
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。人
口

動
態
予
測
に
よ
れ
ば
、2
0
5
0
年
日
本
の
15
歳
か
ら
64
歳
の
人

口
比
率
は
52
%
と
先
進
主
要
国
の
中
で
低
い
の
だ
が
、20
歳
か
ら

74
歳
で
は
62
%
と
な
り
他
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
。シ
ニ
ア
は
知
価

社
会
に
お
け
る
有
力
な
人
的
資
源
で
あ
る
し
、若
者
と
同
じ
よ
う

に
働
く
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
が
、生
涯
現
役
も
自
己
実
現
の
形

の
一
つ
で
あ
る
。

　
定
年
制
や
働
き
方
の
議
論
に
対
す
る
答
え
の
ヒ
ン
ト
は
企
業
の

先
進
的
な
試
み
に
散
見
さ
れ
る
。シ
ニ
ア
と
現
役
の
コ
ラ
ボ
に
よ
っ

て
画
期
的
な
新
製
品
を
生
み
出
し
続
け
る
優
良
企
業
が
あ
る
。働

き
手
の
確
保
に
腐
心
す
る
I
T
企
業
の
い
く
つ
か
は
、個
人
の
多

様
な
働
き
方
を
許
容
し
成
功
し
て
い
る
。

　
物
的
充
足
を
得
た
個
人
は
自
己
実
現
を
求
め
る
。そ
れ
を
可

能
に
す
る
制
度
が
必
要
な
の
だ
。一
人
一
就
業
規
則
の
実
現
が
、

目
指
す
べ
き
ゴ
ー
ル
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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（
※
1
）木
材
を
建
築
物
の
構
造
材
に
用
い
る
こ
と
を
木
造
化
、内
装
材
や
外
装
材
に

用
い
る
こ
と
を
木
質
化
と
い
う
。

MRI MONTHLY REVIEW

都市の木材利用促進で
森林資源の好循環を

政策・経済研究センター　清水 紹寛

【環 境】

　
木
に
は
ど
う
し
て
も
、火
事
や
地
震
に
弱
い
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま

と
う
。江
戸
の
町
は
た
び
た
び
大
火
で
消
失
し
た
し
、糸
魚
川
市

大
規
模
火
災
の
記
憶
も
新
し
い
。 

だ
が
近
年
、住
宅
以
外
の
中
高

層
建
造
物
に
も
木
材
を
使
う
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。代
表
的
な

施
設
と
し
て
2
0
1
3
年
に
は
大
阪
市
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル「
大
阪

木
材
仲
買
会
館
」や
横
浜
市
の
大
型
商
業
施
設「
サ
ウ
ス
ウ
ッ

ド
」が
完
成
し
た
。

　
木
造・木
質
化（
※
1
）が
進
ん
だ
背
景
に
は
技
術
の
進
歩
と
法
整

備
が
あ
る
。木
材
の
耐
火
性
能
や
強
度
が
向
上
し
、建
材
の
採
用

基
準
が
性
能
で
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。木
も
、一
定
の
条
件

さ
え
ク
リ
ア
す
れ
ば
、鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
様
に
扱
え
る
工
業

製
品
と
な
っ
た
の
だ
。高
層
の
木
造
建
築
で
先
行
す
る
欧
州
で
は
、

2
0
1
4
年
に
14
階
建
て
の
木
造
ビ
ル
が
誕
生
し
、高
さ
3
0
0

ｍ・80
階
建
て
の「
オ
ー
ク
ウ
ッ
ド・タ
ワ
ー
」の
建
設
計
画
も
あ
る
。

　
木
を
活
か
し
た
建
造
物
が
増
え
れ
ば
景
観
が
豊
か
に
な
り
、居

心
地
も
良
く
な
る
。住
宅
以
外
の
建
築
物
で
も
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、木
材
市
場
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

　
温
暖
化
防
止
に
も
寄
与
し
そ
う
だ
。日
本
の
森
林
は
戦
後
か
ら

植
林
が
続
け
ら
れ
、毎
年
8
，0
0
0
万
〜
1
億
㎥
ず
つ
増
え
て
い

る
。こ
の
ま
ま
で
は
、老
木
が
増
え
続
け
、C
O
2
固
定
能
力
が
低

下
す
る
。建
材
と
し
て
使
用
す
れ
ば
、建
築
物
が
残
る
限
り
C
O
2

は
木
材
の
中
に
留
ま
る
。大
型
建
造
物
が
取
り
壊
さ
れ
て
も
、そ

の
木
材
を
住
宅
で
、さ
ら
に
家
具
や
木
質
ボ
ー
ド
と
し
て
再
利
用

し
、最
後
に
は
燃
や
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す

れ
ば
、都
市
の「
森
林
」に
C
O
2
が
長
期
間
に
わ
た
り
貯
蔵
さ
れ

る
。伐
採
後
に
幼
木
を
植
林
す
れ
ば
森
林
の
C
O
2
固
定
能
力
も

高
ま
る
。

　
建
築
需
要
の
多
い
大
都
市
を
は
じ
め
各
地
で
国
産
の
木
材
が

使
わ
れ
れ
ば
、地
方
も
経
済
的
に
潤
う
。大
消
費
地
で
あ
る「
川

下
」の
需
要
は
、森
林
と
い
う「
川
上
」か
ら
の
資
源
の
好
循
環
を

生
み
出
せ
る（
図
）。象
徴
的
な
動
き
と
し
て
、東
京
都
港
区
の「
み

な
と
モ
デ
ル
」が
あ
る
。区
内
で
建
築
・
改
修
さ
れ
る
延
床
面
積

5
，0
0
0
㎡
以
上
の
建
築
物
に
一
定
量
の
国
産
材
使
用
を
義
務

付
け
、C
O
2
固
定
量
を
認
証
す
る
制
度
だ
。木
材
は
全
国
77
自

治
体
か
ら
供
給
さ
れ
る
規
定
に
な
っ
て
い
る
が
、コ
ス
ト
の
問
題
が

あ
り
、調
達
は
近
隣
か
ら
に
限
ら
れ
て
い
る
。全
国
規
模
で
森
林

資
源
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
、大
阪
な
ど
他
の
大
都
市
で
も

同
様
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

P o i n t
●技術開発と法整備により、木材を使った中高層建築物が出現。

●林業再生や森林のCO2固定能力維持のため木材を適切に使う必要がある。

●建設需要の多い大都市で木材利用を促進して森林資源の好循環創出を。

「ダイナミックマップ」を
新たな社会情報基盤に

次世代インフラ事業本部　林 典之

（
※
1
）2
0
1
6
年
6
月
に
電
機
、測
量
、地
図
、自
動
車
な
ど
の
各
社
共
同
出
資

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
高
精
度
3
次
元
地
図
デ
ー
タ
の
整
備・普
及
を
目
的
と

す
る
会
社
。2
0
1
7
年
6
月
に
は
産
業
革
新
機
構
の
参
画
を
得
て
企
画

会
社
か
ら
事
業
会
社
に
移
行
。

（
※
2
）デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
、映
像
表
示
装
置
な
ど
の
広
告
媒
体
。

（
※
3
）調
査・測
量
か
ら
設
計・施
工・維
持
管
理
ま
で
の
建
設
業
務
に
I
C
T
を
活

用
し
て
生
産
性
向
上
を
図
る
取
り
組
み
。

【自動運転】

　
交
通
事
故
発
生
件
数
や
死
傷
者
数
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、高
速
道
路
上
の
落
下
物
や
高
齢
者
の
運
転
ミ
ス
な
ど
に

よ
る
自
動
車
事
故
は
後
を
絶
た
な
い
。安
全
対
策
の
切
り
札
の

一
つ
と
し
て
、自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
へ
の
期
待
も
高
ま
っ

て
い
る
。

　
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
で
は
、車
両
に
搭
載
さ
れ
る
各
種
セ
ン

サ
ー
に
加
え
、高
精
度
の
3
次
元
地
図
デ
ー
タ
や
渋
滞
情
報
、規

制
情
報
な
ど
の
動
的（
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
）な
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ

と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。現
在
日
本
で
は
、こ
れ
ら

の
動
的
デ
ー
タ
と
路
面・車
線
情
報
な
ど
の
静
的
デ
ー
タ
を
統
合

し
た
デ
ジ
タ
ル
地
図「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
」（
図
）が
、内
閣
府
や

「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
基
盤
株
式
会
社
」（
※
1
）な
ど
に
よ
る
産
学

官
協
働
体
制
の
も
と
、急
ピ
ッ
チ
で
開
発
さ
れ
て
い
る
。2
0
1
8

年
度
中
に
は
、全
国
の
高
速
道
路
お
よ
び
自
動
車
専
用
道
路
約

3
万
㎞
の
高
精
度
3
次
元
地
図
デ
ー
タ
が
整
備
さ
れ
る
。数
㎝
単

位
の
高
精
度
な
位
置
特
定
を
可
能
と
す
る
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ

ム
な
ど
と
あ
わ
せ
、将
来
的
に
は
、高
速
道
路
上
で
数
㎞
先
に
存

在
す
る
障
害
物
の
位
置
を
車
線
単
位
で
正
確
に
検
知
し
、衝
突
を

回
避
す
る
よ
う
車
両
を
制
御
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
可
能
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
の
作
成
過
程
で
は
、道
路
上
や
道
路
周
辺

に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
物
体（
建
物
、歩
道
橋
、電
柱
・
電
線
、

造
成
面
、看
板
、植
栽
な
ど
）の
位
置
や
形
状
の
デ
ー
タ
を
一
括
し

て
把
握
で
き
る
。こ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
応
用
範
囲
は
広
く
、さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
活
用
で
き
る
新
た
な
社
会
情
報
基
盤
と
な
り
う

る
。現
在
、道
路
や
電
柱
・
電
線
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
・

管
理
、土
砂
崩
れ
や
水
害
な
ど
の
危
険
が
あ
る
場
所
の
検
知
へ
の

活
用
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、さ
ら
に
ド
ロ
ー
ン
飛
行
空
間
の

設
定・管
理
、デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ（
※
2
）を
含
む
広
告
物
の
設

置・管
理
と
い
っ
た
、幅
広
い
活
用
も
考
え
ら
れ
る
。

　
建
設
業
や
物
流
業
な
ど
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き
い
。

i-C
onstruction

（
※
3
）な
ど
の
取
り
組
み
と
も
連
動
し
、建
設

現
場
に
お
け
る
建
機
の
制
御
に
よ
る
生
産
性
向
上
や
、ロ
ボ
ッ
ト

を
活
用
し
た
物
流
の
効
率
化・最
適
化
な
ど
に
も
貢
献
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

P o i n t
●自動運転のための要素技術としてダイナミックマップが注目されている。

●さまざまな分野に活用可能であり、新たな社会情報基盤となりうる。

●建設や物流における新ビジネスへの応用も期待されている。

［図］ダイナミックマップの概念と活用の方向性

出所：内閣府「戦略的イノベーション創造プログラム（自動走行システム）」報告資料を基に三菱総合研究所作成

［図］都市の需要がつくる森林資源の流れ

出所：三菱総合研究所

■適切な伐採、植林
■CO2固定能力の向上

■耐火建材 CLT（直交集成材）※
■非住宅用木材の規格化

■建築物の木造・木質化
■バイオマスエネルギーまで
  有効利用
■CO2の長期貯蔵

川上（森林）
林業の再生

川中（加工場）
効率化・品質アップ

川下（大都市）
需要側の理解・利用促進

※ひき板を繊維方向が直交するように積層接着したパネル。
　寸法が安定化するほか、壁として建物の主要構造を支えられるなどの利点がある。

ダイナミックマップ

ITS先読み情報※など
※周辺車両・歩行者、信号など

3次元地図共通基盤データ

■道路や電柱・電線の維持・管理
■建築物の状況把握
■土砂崩れや水害などの発見
■バリアフリー対策の状況把握
■観光情報発信のための街並み景観の把握 など

自動走行システムへの活用

さまざまな用途への活用展開

注：ITSはIntelligent Transport Systems（高度道路交通システム）の略

動的情報

事故・渋滞・狭域気象の情報など 準動的情報

交通規制・道路工事・広域気象
の情報など 準静的情報

路面・車線・3次元構造物
の情報など 静的情報
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（
※
1
）木
材
を
建
築
物
の
構
造
材
に
用
い
る
こ
と
を
木
造
化
、内
装
材
や
外
装
材
に

用
い
る
こ
と
を
木
質
化
と
い
う
。

MRI MONTHLY REVIEW

都市の木材利用促進で
森林資源の好循環を

政策・経済研究センター　清水 紹寛

【環 境】

　
木
に
は
ど
う
し
て
も
、火
事
や
地
震
に
弱
い
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま

と
う
。江
戸
の
町
は
た
び
た
び
大
火
で
消
失
し
た
し
、糸
魚
川
市

大
規
模
火
災
の
記
憶
も
新
し
い
。 

だ
が
近
年
、住
宅
以
外
の
中
高

層
建
造
物
に
も
木
材
を
使
う
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。代
表
的
な

施
設
と
し
て
2
0
1
3
年
に
は
大
阪
市
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル「
大
阪

木
材
仲
買
会
館
」や
横
浜
市
の
大
型
商
業
施
設「
サ
ウ
ス
ウ
ッ

ド
」が
完
成
し
た
。

　
木
造・木
質
化（
※
1
）が
進
ん
だ
背
景
に
は
技
術
の
進
歩
と
法
整

備
が
あ
る
。木
材
の
耐
火
性
能
や
強
度
が
向
上
し
、建
材
の
採
用

基
準
が
性
能
で
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。木
も
、一
定
の
条
件

さ
え
ク
リ
ア
す
れ
ば
、鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
様
に
扱
え
る
工
業

製
品
と
な
っ
た
の
だ
。高
層
の
木
造
建
築
で
先
行
す
る
欧
州
で
は
、

2
0
1
4
年
に
14
階
建
て
の
木
造
ビ
ル
が
誕
生
し
、高
さ
3
0
0

ｍ・80
階
建
て
の「
オ
ー
ク
ウ
ッ
ド・タ
ワ
ー
」の
建
設
計
画
も
あ
る
。

　
木
を
活
か
し
た
建
造
物
が
増
え
れ
ば
景
観
が
豊
か
に
な
り
、居

心
地
も
良
く
な
る
。住
宅
以
外
の
建
築
物
で
も
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、木
材
市
場
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

　
温
暖
化
防
止
に
も
寄
与
し
そ
う
だ
。日
本
の
森
林
は
戦
後
か
ら

植
林
が
続
け
ら
れ
、毎
年
8
，0
0
0
万
〜
1
億
㎥
ず
つ
増
え
て
い

る
。こ
の
ま
ま
で
は
、老
木
が
増
え
続
け
、C
O
2
固
定
能
力
が
低

下
す
る
。建
材
と
し
て
使
用
す
れ
ば
、建
築
物
が
残
る
限
り
C
O
2

は
木
材
の
中
に
留
ま
る
。大
型
建
造
物
が
取
り
壊
さ
れ
て
も
、そ

の
木
材
を
住
宅
で
、さ
ら
に
家
具
や
木
質
ボ
ー
ド
と
し
て
再
利
用

し
、最
後
に
は
燃
や
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す

れ
ば
、都
市
の「
森
林
」に
C
O
2
が
長
期
間
に
わ
た
り
貯
蔵
さ
れ

る
。伐
採
後
に
幼
木
を
植
林
す
れ
ば
森
林
の
C
O
2
固
定
能
力
も

高
ま
る
。

　
建
築
需
要
の
多
い
大
都
市
を
は
じ
め
各
地
で
国
産
の
木
材
が

使
わ
れ
れ
ば
、地
方
も
経
済
的
に
潤
う
。大
消
費
地
で
あ
る「
川

下
」の
需
要
は
、森
林
と
い
う「
川
上
」か
ら
の
資
源
の
好
循
環
を

生
み
出
せ
る（
図
）。象
徴
的
な
動
き
と
し
て
、東
京
都
港
区
の「
み

な
と
モ
デ
ル
」が
あ
る
。区
内
で
建
築
・
改
修
さ
れ
る
延
床
面
積

5
，0
0
0
㎡
以
上
の
建
築
物
に
一
定
量
の
国
産
材
使
用
を
義
務

付
け
、C
O
2
固
定
量
を
認
証
す
る
制
度
だ
。木
材
は
全
国
77
自

治
体
か
ら
供
給
さ
れ
る
規
定
に
な
っ
て
い
る
が
、コ
ス
ト
の
問
題
が

あ
り
、調
達
は
近
隣
か
ら
に
限
ら
れ
て
い
る
。全
国
規
模
で
森
林

資
源
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
、大
阪
な
ど
他
の
大
都
市
で
も

同
様
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

P o i n t
●技術開発と法整備により、木材を使った中高層建築物が出現。

●林業再生や森林のCO2固定能力維持のため木材を適切に使う必要がある。

●建設需要の多い大都市で木材利用を促進して森林資源の好循環創出を。

「ダイナミックマップ」を
新たな社会情報基盤に

次世代インフラ事業本部　林 典之

（
※
1
）2
0
1
6
年
6
月
に
電
機
、測
量
、地
図
、自
動
車
な
ど
の
各
社
共
同
出
資

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
高
精
度
3
次
元
地
図
デ
ー
タ
の
整
備・普
及
を
目
的
と

す
る
会
社
。2
0
1
7
年
6
月
に
は
産
業
革
新
機
構
の
参
画
を
得
て
企
画

会
社
か
ら
事
業
会
社
に
移
行
。

（
※
2
）デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
、映
像
表
示
装
置
な
ど
の
広
告
媒
体
。

（
※
3
）調
査・測
量
か
ら
設
計・施
工・維
持
管
理
ま
で
の
建
設
業
務
に
I
C
T
を
活

用
し
て
生
産
性
向
上
を
図
る
取
り
組
み
。

【自動運転】

　
交
通
事
故
発
生
件
数
や
死
傷
者
数
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、高
速
道
路
上
の
落
下
物
や
高
齢
者
の
運
転
ミ
ス
な
ど
に

よ
る
自
動
車
事
故
は
後
を
絶
た
な
い
。安
全
対
策
の
切
り
札
の

一
つ
と
し
て
、自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
へ
の
期
待
も
高
ま
っ

て
い
る
。

　
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
で
は
、車
両
に
搭
載
さ
れ
る
各
種
セ
ン

サ
ー
に
加
え
、高
精
度
の
3
次
元
地
図
デ
ー
タ
や
渋
滞
情
報
、規

制
情
報
な
ど
の
動
的（
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
）な
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ

と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。現
在
日
本
で
は
、こ
れ
ら

の
動
的
デ
ー
タ
と
路
面・車
線
情
報
な
ど
の
静
的
デ
ー
タ
を
統
合

し
た
デ
ジ
タ
ル
地
図「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
」（
図
）が
、内
閣
府
や

「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
基
盤
株
式
会
社
」（
※
1
）な
ど
に
よ
る
産
学

官
協
働
体
制
の
も
と
、急
ピ
ッ
チ
で
開
発
さ
れ
て
い
る
。2
0
1
8

年
度
中
に
は
、全
国
の
高
速
道
路
お
よ
び
自
動
車
専
用
道
路
約

3
万
㎞
の
高
精
度
3
次
元
地
図
デ
ー
タ
が
整
備
さ
れ
る
。数
㎝
単

位
の
高
精
度
な
位
置
特
定
を
可
能
と
す
る
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ

ム
な
ど
と
あ
わ
せ
、将
来
的
に
は
、高
速
道
路
上
で
数
㎞
先
に
存

在
す
る
障
害
物
の
位
置
を
車
線
単
位
で
正
確
に
検
知
し
、衝
突
を

回
避
す
る
よ
う
車
両
を
制
御
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
可
能
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
の
作
成
過
程
で
は
、道
路
上
や
道
路
周
辺

に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
物
体（
建
物
、歩
道
橋
、電
柱
・
電
線
、

造
成
面
、看
板
、植
栽
な
ど
）の
位
置
や
形
状
の
デ
ー
タ
を
一
括
し

て
把
握
で
き
る
。こ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
応
用
範
囲
は
広
く
、さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
活
用
で
き
る
新
た
な
社
会
情
報
基
盤
と
な
り
う

る
。現
在
、道
路
や
電
柱
・
電
線
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
・

管
理
、土
砂
崩
れ
や
水
害
な
ど
の
危
険
が
あ
る
場
所
の
検
知
へ
の

活
用
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、さ
ら
に
ド
ロ
ー
ン
飛
行
空
間
の

設
定・管
理
、デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ（
※
2
）を
含
む
広
告
物
の
設

置・管
理
と
い
っ
た
、幅
広
い
活
用
も
考
え
ら
れ
る
。

　
建
設
業
や
物
流
業
な
ど
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き
い
。

i-C
onstruction

（
※
3
）な
ど
の
取
り
組
み
と
も
連
動
し
、建
設

現
場
に
お
け
る
建
機
の
制
御
に
よ
る
生
産
性
向
上
や
、ロ
ボ
ッ
ト

を
活
用
し
た
物
流
の
効
率
化・最
適
化
な
ど
に
も
貢
献
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

P o i n t
●自動運転のための要素技術としてダイナミックマップが注目されている。

●さまざまな分野に活用可能であり、新たな社会情報基盤となりうる。

●建設や物流における新ビジネスへの応用も期待されている。

［図］ダイナミックマップの概念と活用の方向性

出所：内閣府「戦略的イノベーション創造プログラム（自動走行システム）」報告資料を基に三菱総合研究所作成

［図］都市の需要がつくる森林資源の流れ

出所：三菱総合研究所

■適切な伐採、植林
■CO2固定能力の向上

■耐火建材 CLT（直交集成材）※
■非住宅用木材の規格化

■建築物の木造・木質化
■バイオマスエネルギーまで
  有効利用
■CO2の長期貯蔵

川上（森林）
林業の再生

川中（加工場）
効率化・品質アップ

川下（大都市）
需要側の理解・利用促進

※ひき板を繊維方向が直交するように積層接着したパネル。
　寸法が安定化するほか、壁として建物の主要構造を支えられるなどの利点がある。

ダイナミックマップ

ITS先読み情報※など
※周辺車両・歩行者、信号など

3次元地図共通基盤データ

■道路や電柱・電線の維持・管理
■建築物の状況把握
■土砂崩れや水害などの発見
■バリアフリー対策の状況把握
■観光情報発信のための街並み景観の把握 など

自動走行システムへの活用

さまざまな用途への活用展開

注：ITSはIntelligent Transport Systems（高度道路交通システム）の略

動的情報

事故・渋滞・狭域気象の情報など 準動的情報

交通規制・道路工事・広域気象
の情報など 準静的情報

路面・車線・3次元構造物
の情報など 静的情報
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（
※
1
）警
察
庁「
平
成
28
年
に
お
け
る
交
通
事
故
の
発
生
状
況
」。

（
※
2
）三
菱
総
合
研
究
所「
生
活
者
市
場
予
測
シ
ス
テ
ム（
m
i
f
）」に
よ
る
調
査
。

対
　
　
象
：
全
国
の
20
〜
80
代
の
男
女
。

調
査
時
期
：
2
0
1
7
年
6
月
。

調
査
方
法
：
ウ
ェ
ブ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
。

「サポカー限定免許」は
現実的な交通事故対策

プラチナ社会センター　佐野 紳也

【高齢社会】

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占

め
る
割
合
は
2
0
1
6
年
に
、過
去
最
高
の
55
%
に
達
し
た
。運

転
免
許
保
有
者
が
交
通
事
故
で
最
も
過
失
の
重
い「
第
１
当
事

者
」と
判
定
さ
れ
た
比
率（
2
0
1
6
年
実
績
）は
、未
成
年
が
最

も
高
く
、年
を
重
ね
る
ご
と
に
、55
〜
59
歳
ま
で
は
低
下
し
続
け

る
。し
か
し
、そ
の
後
は
再
び
上
昇
傾
向
に
転
じ
、75
歳
以
上
で
は

平
均
を
上
回
る（
※
1
）。自
動
車
を
持
つ
傾
向
の
強
か
っ
た
世
代
が

年
を
重
ね
る
の
に
伴
い
70
歳
以
上
の
免
許
保
有
者
は
増
え
続
け

る
と
予
想
さ
れ
、高
齢
者
が
引
き
起
こ
す
交
通
事
故
の
問
題
は
さ

ら
に
深
刻
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
自
治
体
は
高
齢
者
へ
の
I
C
乗
車
券
交
付
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス

導
入
を
通
じ
て
、運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
促
し
て
い
る
が
、大

き
な
進
展
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。身
体
機
能
が
低
下
し
た
高
齢
者

に
と
っ
て
、車
は
自
立
し
た
生
活
を
行
う
上
で
欠
か
せ
な
い
手
段

と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。当
社
の
調
査（
※
2
）に
よ
る
と
、自
動
車
を

保
有
・
利
用
し
て
い
る
理
由
を「
買
物
時
の
移
動
や
荷
物
の
運
搬

手
段
と
し
て
」と
回
答
し
た
割
合
は
20
代
で
59
%
だ
っ
た
が
、70

代
で
は
84
%
に
達
し
た
。「（
自
動
車
関
連
以
外
で
）自
分
の
趣

味・趣
向
を
満
た
す
た
め
」と
の
回
答
率
も
、年
齢
と
と
も
に
ア
ッ

プ（
図
）す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
免
許
の
自
主
返
納
が
加
速
す
る
と
、か
え
っ
て
高
齢
者
の
交
通

事
故
死
が
増
え
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。徒
歩
や
自
転
車
で
の
移

動
時
の
方
が
、自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
場
合
よ
り
も
、事
故
に

遭
っ
た
際
に
死
亡
す
る
確
率
が
高
い
の
は
自
明
だ
か
ら
だ
。

　
そ
こ
で
、現
実
的
な
策
と
し
て
、「
サ
ポ
カ
ー
」限
定
免
許
の
必

要
性
を
強
調
し
た
い
。サ
ポ
カ
ー
は
、自
動
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
新

技
術
を
導
入
し
て
一
定
以
上
の
運
転
支
援
機
能
を
備
え
た「
安

全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
」の
愛
称
だ
。前
方
に
壁
な
ど
が
あ
る
場

合
、間
違
え
て
ア
ク
セ
ル
の
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
だ
と
し
て
も
車
体
が

一
気
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
な
車
種
は「
サ
ポ
カ
ー
Ｓ
」と
呼
ば

れ
る
。

　
高
齢
者
に
運
転
免
許
を
自
主
返
納
さ
せ
る
よ
う
な
、一
律
的
な

策
だ
け
で
は
、高
齢
社
会
へ
の
有
効
な
対
応
と
し
て
は
不
十
分
で

あ
る
。身
体
能
力
が
あ
ま
り
低
下
せ
ず
、一
定
以
上
の
判
断
力
を

保
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
高
齢
者
に
サ
ポ
カ
ー
限
定
免
許
を
交

付
す
れ
ば
、高
齢
者
の
生
活
の
利
便
性
を
保
ち
つ
つ
、交
通
事
故

を
抑
制
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

P o i n t
●高齢ドライバーによる事故の問題は深刻化しており対策が急務。

●自動車は高齢者の生活に不可欠なため免許自主返納は途上にある。

●安全性を高めた「サポカー」限定の免許交付こそが現実的な解決策。

［図］自動車を保有・利用している理由（世代別）

出所：三菱総合研究所「生活者市場予測システム（mif）」
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買い物時の移動や荷物の運搬手段として

ドライブ・運転自体を楽しむため

自分の趣味・趣向を満たすため

マルセル・プルースト
Marcel Proust （1871～1922）
出　身：フランス
小説家、批評家、エッセイスト（代表作：『失われた時を求めて』）
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名 言

発見の旅とは、新しい景色を探すことではない。
新しい目で見ることなのだ。
The real voyage of discovery consists not in seeking new landscapes,
but in having new eyes.

我々の苦悩は、とことんまで経験することによってのみ癒される。
We are healed of a suffering only by experiencing it to the full.
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